
千
里
山
線
を
駆
け
た
電
車
(
二
)

ー
新
京
阪
鉄
道

・
京
阪
電
気
鉄
道
|

二
十
回
生

浅

野

倉

当
初
、
こ
こ
に
書
く
こ
と
を
予
定
し
て
い
た
事
柄
は
、
会
誌
、

十

一
号
で
、
口
羽
竜
二
さ
ん
が
書
か
れ
た
「
千
里
山
線
想
い

出
の
電
車
た
ち
」
の
中
で
全
て
を
書
き
尽
く
さ
れ
て
し
ま
い
、

私
の
書
く
こ
と
が
無
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
、
「
千

里
山
線
を
駆
け
た
電
車
」
の
続
き
を
書
く
の
を
よ
そ
う
か
と
思

い
ま
し
た
が
、
奥
田
事
務
局
長
か
ら
、
是
非
、
続
編
を
と
、
背

中
を
押
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
続
き
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
に
致
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
内
容
は
、
口
羽
竜
二
さ
ん

の
書
か
れ
た
も
の
と
大
い
に
重
複
す
る
所
が
あ
り
ま
す
の
で
、

予
め
ご
了
承
を
戴
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

尚
、
会
誌
十
一
号
に
は
、
口
羽
竜
二
さ
ん
の
文
章
と
共
に
貴

重
な
資
料
と
な
る
電
車
の
写
真
が
、
数
多
く
掲
載
さ
れ
て
お
り

ま
し
た
の
で
、
そ
れ
ら
の
写
真
を
、
も
う

一
度
、
ペ
ー
ジ
を
繰

車
に
車
番
が
変
更
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
車
両
の
屋
根
は
、
一
形
P
ー
ー
と
同
じ
母
屋
形
屋
根
で
、

集
電
装
置
は
、
当
初
、
ト
ロ
リ

1
ポ
ー
ル
で
あ
ヵ
た
が
、
昭
和

三
年
(
一
九
二
八
)

一
月
、
架
線
電
圧
が
六

O
O
V
か
ら

一
五

O
O
V
へ
昇
圧
さ
れ
る
の
に
伴
い
、
パ
ン
タ
グ
ラ
フ
に
変
更
さ

れ
た
。

そ
の
折
に
、
電
動
発
電
機
が
運
転
台
の
下
に
吊
り
下
げ
ら
れ
、

又
、
出
入
り
口
に
は
ヒ
レ
の
よ
う
な
ス
テ
ッ
プ
が
取
り
付
け
ら

れ
て
い
る
事
か
ら
独
特
の
ス
タ
イ
ル
に
な
っ
た
。

こ
の
様
な
格
好
を
し
た
こ
の
電
車
の
車
体
に
は
、
細
い
縦
板

が
並
べ
て
張
ら
れ
て
お
り
、
塗
色
の
茶
色
の
色
合
と
車
体
の
縦

板
を
ザ
ラ
ザ
ラ
感
に
見
立
て
る
と
、
当
時
の
「
燐
寸
箱
」
に
似

て
い
る
事
か
ら
、
い
つ
し
か
、
こ
の
電
車
に

〔
マ
ッ
チ
箱
}
の

愛
称
が
付
け
ら
れ
た
も
の
の
様
で
あ
る
。

昭
和
十

一
年

(
一
九
三
六
)
千
里
山
駅
構
内
に
て
発
生
し
た

火
災
に
よ
っ
て
、

二
両
の
〔
マ

ッ
チ
箱
〕

(二
十
五
号
車
・
五

十
五
号
車
)
が
焼
失
し
た
。
こ
の
時
の
火
災
の
も
よ
う
に
付
い

て
は
、
こ
れ
を
目
撃
さ
れ
た
飯
島
泰
蔵
先
生
が
、
会
誌
、
十

一

号
で
詳
し
く
書
か
れ
て
お
ら
れ
る
が
、
こ
の
様
な
ア
ク
シ
デ
ン

っ
て
見
な
が
ら
、
こ
の
「
千
里
山
線
を
駆
け
た
電
車
(
二
)
」
を

お
読
み
頂
け
れ
ば
幸
い
か
と
存
じ
ま
す
。

平

ー
黙
々
と
走
り
続
け
た
マ
ッ
チ
箱
|

こ
の
電
車
は
、
北
大
阪
電
気
鉄
道
を
吸
収
合
併
し
た
新
京
阪

鉄
道
が
、
千
里
山
線
を
最
初
に
走
っ
た

一
形
P
|
1
電
動
客
車

の
後
継
車
両
と
し
て
建
造
し
た
も
の
で
、
特
に
、

一
O
形

P

1

4
車
両
は
大
正
十
四
年
(

一
九
二
五
)
十
月
十
五
日
の
天
神
橋

(
現
在
の
天
神
橋
六
丁
目
)
1淡
路
間
の
開
業
に
合
わ
せ
造
ら

れ
、
そ
の
後
、
更
に
車
両
の
充
実
を
図
る
た
め
に
、

一
O
形

P

|
5
A
・

一
O
形
p
l
5
B
・
制
御
付
随
車
等
が
次
の
如
く
建

造
さ
れ
て
い
る
。
(司

u-Mgωgm円
。
吋
)

大
正
十
四
年
(
一
九
二
五
)二
月

一
O
形

P

1

4

五

両

九
号
車

i
十
三
号
車

大
正
十
五
年
(
一
九
二
六
)三
月

一
O
形

P

|

5

A

五

両

十
四
号
車

1
十
八
号
車

昭
和

二
年
(
一
九
二
七
)
三
月

一
O
形

p

l

5

B

十

両

十
九
号
車

1
二
十
八
号
車

昭
和
四
年
(
一
九
二
九
)
三

月

五

O
形

p

l

5

六

両

制

御

付

随

車

五

十

一
号
車

1
五
十
六
号
車

尚
、
九
号
車
・
十
号
車
は
、
後
に
、
二
十
九
号
車
・

三
十
号

。。
マ
f

ト
が
あ
っ
た
と
は
言
え
、
こ
の
電
車
は
、
新
京
阪
鉄
道

・
京
阪

電
気
鉄
道

・
京
阪
神
急
行
電
鉄
の
各
時
代
を
通
じ
て
、
千
里
山

線
専
用
車
両
と
し
て
活
躍
し
て
き
た
。

し
か
し
、
昭
和
三
十
二
年

(
一
九
五
七
)
、
八
両
が
能
勢
電
気

軌
道
株
式
会
社
・
[注
]
へ
譲
渡
さ
れ
、
更
に
、
昭
和
三
十
六
年

(
一
九
六

一
)
に
は
、
六
両
が
同
じ
く
能
勢
電
気
軌
道
に
貸
与
さ

れ
た
の
を
機
に
、
こ
の
〔
マ
ッ
チ
箱
〕
は
千
里
山
線
か
ら
姿
を

消
し
、
残
り
の
車
両
は
嵐
山
線
で
運
用
さ
れ
て
い
た
が
、
昭
和

三
十
八
年
(
一
九
六
三
)
、
全
車
両
が
廃
車
処
分
さ
れ
て
い
る
。

能
勢
電
気
軌
道
に
譲
渡

・
貸
与
さ
れ
た
車
両
は
、
集
電
装
置

が
元
の
ト
ロ
リ
l
ポ
l
ル
に
取
り
替
え
ら
れ
、
同
時
に
、
床
下

に
ぶ
ら
下
げ
ら
れ
て
い
た
電
動
発
電
機
が
撤
去
さ
れ
て
、
同
社

で
の
最
初
の
二
輔
編
成
電
車
と
し
て
運
用
さ
れ
た
。
し
か
し
、

昭
和
四
十

一
年
(
一
九
六
六
)
京
阪
神
急
行
電
鉄
の
宝
塚
線
で

使
用
さ
れ
て
い
た
三
二

O
形
車
両
が
能
勢
電
気
軌
道
に
取
り
入

れ
ら
れ
た
事
に
因
り
、
貸
与
さ
れ
て
い
た
車
両
は
京
阪
神
急
行

電
鉄
に
返
還
さ
れ
た
。
し
か
し
、
同
社
で
は
、
こ
れ
を
直
ち
に

廃
車
処
分
に
し
て
い
る
。
残
さ
れ
た
譲
渡
車
両
は
、
再
び
、
集

電
装
置
が
パ
ン
タ
グ
ラ
フ
に
変
更
さ
れ
て
、
引
き
続
き
能
勢
電

気
軌
道
に
て
こ
両
一
編
成
で
運
用
さ
れ
、
一
時
は
三
両
編
成
に
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す
る
計
画
も
あ
っ
た
と
か
だ
が
、
昭
和
四
十
二
年
、
京
阪
神
急

行
電
鉄
か
ら
五

O
O形
電
車
が
導
入
さ
れ
た
の
に
伴
い
全
車
両

が
廃
車
処
分
さ
れ
た
。

〔
マ
ッ
チ
箱
〕
の
愛
称
で
親
し
ま
れ
て
き
た
こ
の
電
車
は
、

木
造
車
で
あ
り
な
が
ら
、
四
十

一
年
の
長
き
に

E
り
活
躍
を
し

て
き
た
が
、
廃
車
さ
れ
た
車
両
の
う
ち
、
車
両
番
号
〔
三
O
番〕

の
電
車
は
、
原
型
の
〔

一
O
番
〕
に
戻
さ
れ
、
当
初
、
宝
塚
フ

ァ
ミ
リ
ー
ラ
ン
ド
内
の
「
の
り
も
の
館
」
で
保
存
さ
れ
て
い
た
。

し
か
し
、
平
成
十
五
年
(
二

O
O七
)
五
月
七
日
、
同
国
の
閉

園
に
伴
い
、
正
雀
車
庫
に
移
送
さ
れ
、
現
在
、
阪
急
電
鉄
の
技

術
遺
産
と
し
て
同
車
庫
に
お
い
て
保
存
さ
れ
て
い
る
。

又
、
廃
草
さ
れ
た
車
両
の
内
の

一
両
が
、
関
西
大
学
付
属
幼

稚
園
で
「
で
ん
し
ゃ
ぶ
ん
こ
」
と
し
て

一
時
期
使
わ
れ
て
い
た

よ
う
な
気
が
し
て
い
る
の
だ
が
、
こ
れ
は
、
私
の
思
い
違
い
で

あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

会
誌
十
一
号
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
〔
マ
ッ
チ
箱
〕
の
写
真
は
、

先
頭
車
両
に
幌
が
取
り
付
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
〔
マ

ッ
チ

箱
〕
の
先
頭
車
両
は
、
や
は
り
、
幌
が
付
い
て
い
な
い
方
が
似

昭
和
五
十
三
年

(
一
九
七
八
)
十
月
、
社
名
を
能
勢
電
鉄
株

式
会
社
と
変
更
し
、
同
年
十
二
月
に
は
、
日
本
生
命
保
険
相
互

会
社
が
開
発
し
た
日
生
ニ
ュ

l
タ
ウ
ン
の
日
生
中
央

i
山
下
問

の
日
生
線
を
開
業
さ
せ
、
そ
の
後
、
平
成
九
年
(
一
九
九
七
)
十

一
月
か
ら
は
、
日
生
中
央

i
梅
田
聞
の
直
通
特
急
「
日
生
エ
ク

ス
プ
レ
ス
」
の
運
転
を
し
て
い
る
。

こ
の
会
社
の
開
業
時
か
ら
二
十
年
位
の
間
の
使
用
車
両
を
見

る
と
、
か
な
り
ユ
ニ
ー
ク
で
あ
る
。
開
業
時
こ
そ
、
自
社
建
造

の
車
両
(
六
両
)
を
使
っ
て
い
た
が
、
そ
の
後
の
車
両
は
、
東

京
市
電
(
五
両
)
・
伊
予
鉄
道
(
十
両
)
・
九
州
鉄
道
H
現
西
日
本

鉄
道
(
二
両
)
な
ど
か
ら
調
達
し
て
お
り
、
京
阪
神
急
行
電
鉄
か

ら
本
格
的
に
車
両
を
導
入
し
た
の
は
〔
マ

ッ
チ
箱
〕
か
ら
で
あ

る
。そ

の
後
は
、
主
と
し
て
宝
塚
線
で
運
用
さ
れ
て
い
た
車
両
が

同
社
の
主
力
車
両
と
な
り
、
現
在
、
同
社
で
使
用
さ
れ
て
い
る

車
両
は
、
全
て
、
阪
急
電
鉄
か
ら
購
入
し
た
も
の
で
あ
る
。

尚
、
向
社
の
開
業
時
に
建
造
さ
れ
た
車
両
は
、
昭
和
十
六
年

(
一
九
四
一
)
当
時
の
満
州
国
(
現
中
華
人
民
共
和
国
の
東
北
地

方
)
ハ
ル
ピ
ン
市
に
売
却
さ
れ
、
岡
市
の
市
電
と
し
て
活
躍
し

て
い
た
。

合
い
の
様
な
気
が
す
る
。

こ
の
車
両
は
、
フ
ィ
ー
ト
・
イ
ン
チ
で
建
造
さ
れ
た
と
か
で

あ
る
が
、
メ
ー
ト
ル
換
算
で
は
、
車
長
H

一
二

・七

一
二

m
・

車
幅
u
二

・
四
三
八

m
・
車
高
日
三

・
五
六
三

m
で
あ
る
。

{
注
]
能
勢
電
気
軌
道
株
式
会
社

明
治
四
十
一
年
(
一
九
O
八
)
に
設
立
さ
れ
た
能
勢
電
気
軌

道
株
式
会
社
は
、
能
勢
妙
見
の
参
詣
路
線
と
し
て
、
大
正
二
年

(
一
九

一
三
)
、
能
勢
口
(
現
在
の
川
西
能
勢
口
)
i
一
の
鳥
居
間

を
開
通
さ
せ
、
大
正
十
二
年
(
一
九
二
三
)
に
、
池
田
駅
前
(
後

の
川
西
国
鉄
駅
前
)
1
妙
見
(
現
在
の
妙
見
口
)
聞
を
全
通
さ

せ
て
い
る
。

更
に
、
同
社
は
、
こ
の
二
年
後
に
、
妙
見
鋼
索
鉄
道
を
開

業
さ
せ
、
妙
見
山
頂
へ
の
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
を
運
行
し
て
い
た
が
、

戦
時
中
の
物
資
供
出
に
応
じ
て
、
こ
の
路
線
を
廃
止
し
た
。
し

か
し
、
昭
和
三
十
五
年
(
一
九
六

O
)、
妙
見
ケ
ー
ブ
ル
と
妙
見

リ
フ
ト
を
開
業
し
、
そ
の
復
活
を
果
た
し
た
。

だ
が
、
利
用
客
が
能
勢
妙
見
へ
の
参
詣
客
だ
け
で
は
経
営
が

厳
し
く
、
翌
年
、
阪
急
電
鉄
の
傘
下
に
入
り
沿
線
の
開
発
を
進

め
、
見
野
芝
住
宅
地
・
と
き
わ
台
住
宅
地
等
を
開
発
し
た
。
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よ
貝
婦
人
流
線
型
|

こ
の
電
車
は
、
京
阪
電
気
鉄
道
が
昭
和
十
二
年
二
月、

二
両

一
編
成
と
な
る
恒
久
連
結
貫
通
車
両
と
し
て
建
造
し
た
二
O
O

形
電
車
で
、
昭
和
十

一
年

(
一
九
三
六
)
千
里
山
駅
構
内
に
て

焼
失
し
た
電
車
の
補
充
の
た
め
に
、
千
里
山
線
専
用
車
両
と
し

て
、
こ
の

一
編
成
の
み
が
造
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
車
両
の
車
体
と
室
内
の
模
様
に
付
い
て
は
、
「
千
里
山

線
想
い
出
の
電
車
た
ち
」
の
中
で
詳
し
く
紹
介
さ
れ
て
い
る

の
で
、
こ
こ
で
は
省
か
せ
て
頂
く
が
、
当
時
と
し
て
は
、
他
に

類
を
見
な
い
斬
新
な
デ
ザ
イ
ン
で
あ
り
、
寄
木
造
り
の
様
な
〔
マ

ッ
チ
箱
〕
と
、
戦
車
の
様
に
リ
ベ
ッ
ト
が
打
ち
込
ま
れ
て
い
る

〔大
型
車
〕
に
比
べ
る
と
、
そ
の
容
姿
は
、
ま
さ
に
貴
婦
人
の

よ
う
な
風
格
の
あ
る
車
両
だ
と
言
え
よ
う
。
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〔
流
線
型
〕
の
運
転
台
は
、
進
行
方
向
の
左
側
に
設
け
ら
れ

た
運
転
室
の
中
に
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
車
両
正
面
の
展
望
が
良

く
、
小
学
生
の
頃
に
は
、
と
の
電
車
に
乗
り
合
わ
せ
た
時
な
ど
、

正
面
の
フ
ロ
ン
ト

・
ガ
ラ
ス
に
へ
ば
り
付
く
か
、
文
は
、
運
転

室
の
反
対
側
に
あ
る
、
大
型
ト
ラ
ッ
ク
の
ハ
ン
ド
ル
よ
り
も
、

一
回
り
も
大
き
い
真
鍛
製
の
手
動
ブ
レ
ー
キ
の
前
に
立
ち
、
そ

の
ハ
ン
ド
ル
を
握
り
し
め
、
正
面
か
ら
流
れ
る
よ
う
に
車
内
に



飛
び
込
ん
で
く
る
景
色
を
楽
し
み
な
が
ら
、
併
せ
て
、

気
分
を
チ
ヨ
ツ
ピ
リ
と
味
わ
っ
た
も
の
で
あ
る
。

運
転
士

流
線
型
電
車
は
二
両

一
編
成
の
た
め
に
、
他
の
車
両
と
の
連

結
が
出
来
ず
。
又
対
中
間
車
両
が
新
造
さ
れ
る
事
が
な
か
っ
た

の
で
、
輸
送
量
の
増
加
す
る
千
里
山
線
で
は
運
用
が
難
し
く
な

り
、
晩
年
は
嵐
山
線
で
使
わ
れ
、
そ
の
車
体
の
塗
色
も
阪
急
カ

一
フ
!
の
マ
ル

l
ン
色
に
塗
り
替
え
ら
れ
て
し
ま
っ
た
が
、
昭
和

四
十
五
年
(
一
九
七

O
)
に
廃
車
解
体
さ
れ
て
い
る
。
運
用
年

数
は
三
十
三
年
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
車
両
は
阪
急
電
鉄
史
上
、

現
時
点
で
は
、
最
初
で
最
後
の
〔
流
線
型
〕
で
あ
り
、
塗
色
も

阪
急
カ
ラ
l
の
マ
ル

l
ン
色
で
な
く
、
斬
新
的
な
カ
ラ
l
の
車

両
で
あ
っ
た
の
で
、
廃
車
解
体
す
る
の
で
は
な
く
、
建
造
当
時

の
塗
色
に
復
元
し
、
技
術
遺
産
と
し
て
、
残
し
も
ら
い
た
い
車

両
で
あ
っ
た
と
思
う
。

こ
の
電
車
の
写
真
も
会
誌
十
一
号
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、

車
体
に
白
い
ラ
イ
ン
が
見
ら
れ
な
い
の
で
、
塗
色
が
マ
ル

l
ン

色
に
塗
り
替
え
ら
れ
た
後
の
写
真
の
様
だ
。
し
か
し
、
貴
婦
人

に
は
、
こ
の
マ
ル
ー
ル
ン
色
は
似
つ
か
わ
し
く
な
い
感
じ
が
す

る
。

れ
は
、
当
時
、
日
本
最
大
の
車
長
で
あ
っ
た
の
で
、
い
つ
し
か

〔
大
型
車
〕
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
様
だ
。
又
、
こ
の
車

両
に
は
、
当
時
と
し
て
は
破
格
の
二
O
O馬
力
モ
ー
タ
ー
四
基

が
装
備
さ
れ
て
お
り
、
完
成
当
時
は
「
東
洋
ご
の
電
車
と
称

さ
れ
た
。

新
京
阪
鉄
道
で
は
、
こ
の
車
両
を
京
都
線
用
と
し
て
運
用
し

た
が
、
そ
の
高
速
ぶ
り
は
、
新
京
阪
鉄
道
線
と
国
鉄
東
海
道
線

が
並
行
す
る
大
山
崎
付
近
の
区
間
で
、
当
時
の
国
鉄
を
代
表
す

る
特
急
列
車
「
つ
ば
め
号
」
を
遁
走
し
て
抜
き
去
っ
た
と
い
う

伝
説
的
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
持
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
自

重
が
五
十
二

・
四
0
ト
ン
と
重
く
、
北
大
阪
電
気
鉄
道
時
代
に

施
工
さ
れ
た
低
規
格
路
盤
区
間
の
走
行
に
は
制
約
が
あ
り
、
そ

の
た
め
に
、
当
初
、
千
里
山
線
で
は
運
用
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
そ
の
後
、
路
盤
が
整
備
さ
れ
、

こ
の
電
車
は
千
里

山
線
で
も
運
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
千
里
山
線
の
北
千

里
へ
の
延
長
工
事
の
際
に
は
、
む
し
ろ
、
そ
の
重
量
を
生
か
し
、

路
盤
の
踏
み
固
め
を
兼
ね
て
の
新
線
習
熟
運
転
に
重
用
さ
れ
て

い
る
。

ち
な
み
に
、
〔
マ

ッ
チ
箱
〕
の
重
量
は
、

以
下
の
二
十
二
ト
ン
で
あ
る
。

〔
大
型
車
〕

の
半
分

文
、
千
里
山
駅
の
大
阪
方
面
行
き
ホ
l
ム
に
停
車
し
て
い
る

こ
の
電
車
の
写
真
は
、
六

O
一
号
車
が
大
阪
寄
り
の
先
頭
車
両

で
、
連
結
さ
れ
て
い
る
車
両
は
、
パ
ン
タ
グ
ラ
フ
が
付
い
て
い

る
二
O
一
号
車
で
あ
る
。
し
か
し
、
昭
和
十
二
年
に
撮
影
さ
れ

た
、
花
壇
前
i
豊
津
聞
を
大
阪
方
向
に
走
行
す
る
こ
の
電
車
の

写
真
を
見
る
と
、
パ
ン
タ
グ
ラ
フ
が
付
い
て
い
る
こ

O
一
号
車

が
先
頭
車
両
で
、
連
結
さ
れ
て
い
る
二
両
目
の
車
両
は
六

O
一

号
車
で
あ
る
。
何
時
、
ど
う
し
て
、
前
と
後
ろ
が
入
れ
替
わ
っ

た
の
で
あ
ろ
う
か

・
.
.
 

尚
、
写
真
の
六

O
一
号
車
は
昭
和
三
十
一
年
に
二
五

一
号
車

に
改
番
さ
れ
て
い
る
。
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こ
の
車
両
は
、
車
長
日
一
四

・
七
七

O
m
・
車
幅
止
一

・
八
九

O
m
・
車
高
H
三
・
七

O
O
m
で
あ
る
。

ー

p
l
6
高
速

・
大
型
車
l

こ
の
電
車
は
、
新
京
阪
鉄
道
に
よ
っ
て
、
一

O
O形
電
動
車
・

五
O
O
形
制
御
付
随
車
及
び
付
随
車
と
し
て
、
昭
和
二
年

(
一
九
二
七
)
か
ら
昭
和
四
年
(
一
九
二
九
)
に
か
け
て
全
鋼
製

車
体
三
十
両
と
半
鋼
製
車
体
四
十
三
両
の
合
計
七
十
三
両
が
建

造
さ
れ
た
。
こ
の
車
両
の
車
体
は
十
九
メ
ー
ト
ル
と
長
く
、
こ

こ
の
電
車
は
、
新
京
阪
鉄
道
・
京
阪
電
気
鉄
道
・
京
阪
神
急

行
電
鉄
と
引
き
継
が
れ
、
一
九
六

0
年
代
に
は
、
七
輔
編
成
で

京
都
線
の
主
力
車
両
と
し
て
運
用
さ
れ
て
い
た
。
又
、
昭
和
四

十
五
年
(
一
九
七

O
)
に
は
、
千
里
線
で
大
阪
万
博
観
客
の
輸

送
に
も
活
躍
し
た
。
し
か
し
、
昭
和
四
十
六
年
(
一
九
七

一
)、

京
都
線
の
急
行
列
車
か
ら
普
通
列
車
に
運
用
が
変
更
さ
れ
、
又
、

千
里
線
で
も
運
転
さ
れ
て
い
た
が
、
順
次
、
廃
草
さ
れ
る
事
に

な
り
、
昭
和
四
十
八
年
(
一
九
七
三
)
に
は
、
全
車
両
が
廃
車

に
な
っ
て
い
る
。
延
べ
運
用
期
間
は
四
十
六
年
と
長
か
っ
た
。

廃
車
後
、

一
一
六
号
車
の
み
が
技
術
遺
産
と
し
て
正
雀
工
場

に
て
保
存
さ
れ
る
事
に
な
り
、
当
初
は
静
態
保
存
で
あ
っ
た
が
、

後
に
整
備
さ
れ
、
現
在
は
動
態
保
存
と
な
っ
て
い
る
。

尚
、
五

O
O形
は
昭
和
二
十
五
年

(
一
九
五

O
)
に
一
五

O

O
形
に
形
式
変
更
さ
れ
て
い
る
。
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こ
の
電
車
の
写
真
は
、
会
誌
十

一
号
に
二
枚
掲
載
さ
れ
て
い

る
が
、
〔
大
型
車
〕
は
〔
マ
ッ
チ
箱
〕
と
違
っ
て
、
幌
が
付
い
て

い
る
方
が
格
好
良
い
と
思
う
。

こ
の
車
両
は
フ
ィ
ー
ト
・
イ
ン
チ
で
建
造
さ
れ
た
が
、
メ
ー

ト
ル
に
換
算
す
る
と
、
車
長
H

一
八

・
八
九
八

m
・
車
幅
旦
一

・



八
四
五

m
・
車
高
H
四
・

二
二
三

m
で
あ
る
。

ー
フ
キ
玉

O
O号
貴

賓

車

|

昭
和
三
年

(
一
九
二
八
)
「
昭
和
の
ご
大
典
」
に
併
せ
て
建

造
さ
れ
た
こ
の
車
両
は
、
五

O
O形
に
属
す
る
特
別
車
両
で
、

車
内
に
は
貴
賓
室
・
侍
従
室
・
給
仕
室
・
洗
面
所
等
が
設
備
さ

れ
て
お
り
、
車
体
は
、
こ
の
当
時
で
は
珍
し
く
リ
ベ
ッ
ト
の
な

い
車
体
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
運
用
さ
れ
る
機
会
が
少
な
く
、

昭
和
二
十
四
年
、

一
般
車
両
に
改
造
さ
れ
て
、

一
O
O形
に
連

結
し
て
運
用
さ
れ
、
千
里
山
線
で
も
良
く
見
か
け
ら
れ
た
。

尚
、
昭
和
二
十
五
年
(
一
九
五

O
)
、
朝
日
新
聞
社
が
主
催
し

て
、
西
宮
球
場
を
メ
イ
ン
会
場
と
す
る
「
ア
メ
リ
カ
博
覧
会
」

が
開
催
さ
れ
た
折
に
は
、
こ
の
電
車
は
車
体
を
「
黄
色
」
に
塗

色
さ
れ
、
博
覧
会
の
宣
伝
車
両
と
し
て
活
躍
し
た
り
し
た
が
、

昭
和
四
十
六
年
(
一
九
七

一
)
に
廃
草
さ
れ
た
。

こ
の
車
両
も
、
昭
和
二
十
五
年
(
一
九
五

O
)
に
車
番
が

一

五
O
O
号
に
改
番
さ
れ
て
い
る
。

車
さ
れ
て
い
る
。
運
周
年
数
は
三
十
三
年
で
あ
っ
た
。

こ
の
電
車
の
写
真
も
会
誌
十

一
号
に
掲
載
さ
れ
て
い
る

連
結
さ
れ
て
い
る
こ
両
目
の
車
両
は

一
O
O形
の
様
で
あ
る
。

こ
の
車
両
は
、
車
長
H
一
六
・
六
O
m
・
車
幅
1

7
八
二

m
・

車
高
日
三

・
八
八

m
で
あ
る
。

近
年
、
鉄
道
会
社
の
中
に
は
、
観
光
客
の
集
客
を
は
か
る
た

め
に
、
わ
ざ
わ
ざ
、
レ
ト
ロ
調
の
電
車
を
新
造
し
た
り
、
又
、

古
い
車
両
を
整
備
し
て
走
ら
せ
た
り
し
て
い
る
。
そ
の
最
た
る

も
の
は
S
L
で
あ
る
が
、
阪
急
電
鉄
で
も
、
技
術
遺
産
と
し
て

保
存
し
て
い
る
電
車
を
「
阪
急
レ

l
ル
ウ
ェ
イ
・
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」
で
、
正
雀
車
庫
内
だ
け
を
走
ら
せ
る
だ
け
で
は
な
く
、

出
来
る
こ
と
な
ら
、
嵐
山
線
で
で
も
走
ら
せ
て
も
ら
え
れ
ば
と

思
う
の
だ
が
・
.

ー
千
里
山
線
専
用
車
両
に
な
る
の
に

十
三
年
か
か
っ
た
電
車
|

第
二
次
大
戦
中
の
昭
和
十
八
年
(
一
九
四
三
)
、
京
阪
電
鉄
は

三
O
O形
車
両
を
五
両
建
造
し
た
。
こ
の
電
車
は
、
当
時
、
流

行
の
張
り
上
げ
屋
根
に
雨
ど
い
を
鉢
巻
に
し
て
い
る
デ
ザ
イ
ン

の
車
両
で
、
当
初
の
計
画
で
は
、
千
里
山
線
専
用
車
両
と
し
て

運
用
を
予
定
し
て
い
た
。
し
か
し
、
戦
時
中
の
事
で
モ
ー
タ
ー

や
制
御
機
が
入
手
で
き
ず
、
そ
の
た
め
に

一
O
O形
の
京
都
寄

り
に
連
結
し
て
運
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
で
も
、
こ
の
電

車
の
こ
と
は
こ
れ
で
は
納
ま
ら
ず
、
昭
和
二
十
五
年
(
一
九
五

O
)、
車
番
が
宝
塚
線
車
両
の
三
O
O系
と
重
な
っ
て
い
る
事
か

ら
、
車
両
の
形
式
が
一
三

O
O形
に
変
更
さ
れ
た
。
更
に
、
昭

和
三
十

一
年

(
一
九
五
六
)
、
千
里
山
線
の
三
両
編
成
化
に
伴

い
、
そ
れ
ま
で
、
千
里
山
線
の
専
用
車
両
と
し
て
、

二
両
編
成

で
運
用
さ
れ
て
い
た
七

O
O形
の
中
間
車
に
、
こ
の
車
両
が
当

て
ら
れ
る
事
に
な
り
、
同
時
に
形
式
も
七
五

O
形
に
改
め
ら
れ

た
。
そ
の
結
果
、
好
余
曲
折
が
あ
っ
た
も
の
の
、

こ
の
電
車
は

念
願
の
千
里
山
線
専
用
車
両
と
な
っ
た
。

し
か
し
、

こ
の
車
両
に
は
、
終
生
、
モ
ー
タ
ー
が
付
け
ら
れ

る
事
が
無
く
、
昭
和
五
十

一
年

(
一
九
七
六
)
、
全
車
両
が
廃

-84-

次
回
は
、
又
、
口
羽
竜
二
さ
ん
が
書
か
れ
た
「
千
里
山
線
想

い
出
の
電
車
た
ち
」
と
重
複
す
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
が
、
戦

後
生
ま
れ
の
「
千
里
山
線
を
駆
け
た
電
車
」
と
「
最
近
の
車
両
」

に
つ
い
て
、
引
き
続
き
お
伝
え
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

掲
載
し
た

一
O
形

一
O
号
車
と
一

O
O形
一一

六
号
車
の

写
真
は
、
平
成
二
十
年
十
月
二
十
六
日
、
正
雀
車
庫
で
開
催
さ

れ
た
「
阪
急
レ

l
ル
ウ
ェ
イ
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
会
場
で
撮

影
し
た
も
の
で
す
。
文
、
一

O
形
一
六
号
車
の
プ
レ
ー
ト
は
会

場
内
で
販
売
さ
れ
て
い
た
阪
急
グ
ツ

ツ
の

一
つ
で
す
。
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史
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記
|
〔
マ
ッ
チ
箱
〕

2
2
号
車
|

「
デ
ベ
ソ
」
に
付
い
て
は
、
会
誌
八
号
で
同
級
生
の
久
保
利

也
君
、が
「
千
里
山
の
思
い
出
(
八
)
」
の
文
中
で
、
車
両
ナ
ン

バ
ー

2
2
は
ど
う
し
て
「
デ
ベ
ソ
」
な
の
だ
ろ
う
か
と
書
か

れ
て
い
た
が
、
過
日
、
そ
の
久
保
君
か
ら
コ
ア
ベ
ソ
」
の
原
因

を
解
明
し
て
も
ら
え
れ
ば
、
と
の
、
手
紙
を
戴
い
た
が
、
残
念

な
が
ら
そ
の
解
明
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
だ
が
、
「
デ
ベ
ソ
」
に

な
っ
た
経
緯
と
し
て
は
、
〔
マ
ッ
チ
箱
〕
の
電
動
車
の
前
照
灯
は
、

掲
載
し
た
写
真
の

1
0
号
車
の
如
く
、
建
造
時
は
運
転
台
の
正

面
窓
下
に
取
り
付
け
ら
れ
て
い
た
。
即
ち
、
〔
マ
ッ
チ
箱
〕
は
生

ま
れ
な
が
ら
に
し
て
「
デ
ベ
ソ
」
だ
っ
た
の
だ
。
こ
れ
は
ト
ロ

リ
l
ポ
ー
ル
の
上
げ
下
げ
に
支
障
を
き
た
さ
な
い
様
に
設
計
さ

れ
た
の
で
は
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
後
、
架
線
電
圧
の
昇
圧
に

伴
い
、
集
電
装
置
が
ト
ロ
リ
l
ポ
!
ル
か
ら
パ
ン
タ
グ
ラ
フ
に

変
更
さ
れ
、
そ
の
折
に
、
前
照
灯
の
位
置
が
正
面
窓
の
上
に
移

さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
る
。
し
か
し
、

2
2
号
車

の
前
照
灯
の
み
が
、
何
ら
か
の
理
由
で
改
造
さ
れ
な
か
っ
た
様

で
あ
る
が
、
そ
の
何
ら
か
の
理
由
は
解
か
ら
な
い
。
で
も
、
こ

の
電
車
に
乗
れ
た
日
は
縁
起
が
良
い
と
の
事
で
あ
っ
た
の
で
、

そ
の
ご
利
益
を
考
え
る
と
、
こ
れ
は
「
デ
ベ
ソ
」
の
伝
説
と
し

追正
雀
古
車
庫
で
動
鎗
保
存
さ
れ
て
い
る
一

O
O型
一
二
ハ
号
車

平
成
二

O
年
一

O
月
二
六
日
撮
影
(
阪
急
レ
l
ル
ウ
ェ
イ
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
て
)

て
語
り
継
ぐ
こ
と
に
し
て
、
無
理
に
そ
の
原
因
を
追
究
し
な
い

方
が
良
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

建
造
当
時
の
獲
に
復
元
さ
れ
た
一

O
型一

O
号
車
千
里
山
織
で
は
三

O
号
に
改
書

さ
れ
て
走
っ
て
い
た
平
成
ニ

O
年一

O
R二
六
日
撮
彫
(
阪
急
レ
l
ル
ウ
ェ
イ
・

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
て
)
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阪
急
レ
l
ル
ウ
ェ
イ
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
会
編
内
で
販
売
さ
れ
て
い
た
阪
急
グ
ッ
ズ
の

ひ
と
つ
一

O
型
一
六
号
車
の
プ
レ
ー
ト
(
パ
ン
タ
グ
ラ
フ
に
改
造
後
)
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編
集
部
よ
り

浅
野
さ
ん
の
ご
寄
稿
に

「
フ
キ
5
0
0
号
貴
賓
車
」
が
紹
介

さ
れ
ま
し
た
。
昭
和

M
年
一
般
車
両
に
改
造
さ
れ
京
都
線
を

走
っ
た
時
に
偶
々
乗
っ
て
、
ク
ロ
ス
シ
ー
ト
な
ど
上
等
の
内
装
に

感
激
し
た
思
い
出
が
あ
り
ま
す
。
昭
和
お
年
の
「
ア
メ
リ
カ
博
」

の
宣
伝
車
輔
と
し
て
黄
色
に
塗
装
さ
れ
た
と
あ
り
ま
す
が
全
く

覚
え
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
塗
装
を
施
さ
れ
た
の
は
7
0
0

形、

8
0
0
形
な
ど
当
時
の
新
造
車
輔
だ
け
と
思
っ
て
お
り
ま
し

た
。
さ
っ
そ
く
調
べ
て
み
ま
す
と
あ
り
ま
し
た
、
あ
り
ま
し
た
。
5

0
0
号
が
塗
装
さ
れ
「
ア
メ
リ
カ
博
」
の
文
字
も
く
っ
き
り
と
従

来
塗
装
の
P
1
6
形
に
連
結
さ
れ
た
写
真
で
す
。

P
1

6
形
で

塗
装
さ
れ
た
の
は
こ
の
1
両
だ
け
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

同
じ
く
浅
野
さ
ん
の
ご
寄
稿
の
中
で
マ
ッ
チ
箱
p
l
5
に
も
P

1
4
，
p
l
5
A
，
p
l
5
B
，
p
l
5
と
4
種
類
の
型
式
番
号
が

あ
る
こ
と
を
初
め
て
知
り
ま
し
た
。
会
誌

日
号
へ
の
飯
島
先
生
の

ご
寄
稿
の
通
り
製
造
当
初
は

p
l
1
ト
ン
ボ
型
と
同
様
に
単
車

で
走
る
こ
と
を
前
提
に
、
両
端
に
運
転
台
が
あ
り
連
絡
通
路
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
P
1
5
は
付
随
制
御
車
口
で
他
車
と
連

結
し
て
し
か
走
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
も
連
絡
通
路
な
し
だ
っ
た
の

で
し
ょ
う
か
。
飯
島
先
生
と
口
羽
さ
ん
の
ご
寄
稿
に
あ
る
よ
う

ア
メ
リ
カ
博
塗
装
さ
れ
た
フ
キ
5
0
0号
元
貧
富
R

車

宝
塚
曲
線
と
共
用
だ
っ
た
淀
川
鉄
織
を
渡
る
珍
し
い
写
真
(
昭
和
お
年
4
月
)
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淡
路
駅
を
天
神
構
方
面
に
出
発
す
る
P
1
5

4
速
(
昭
和
世
均
年
3
月
)
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